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第6回

遠州灘沿岸侵食対策検討委員会

平成18年7月14日

静岡県
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スライドの内容

４．今年度の侵食対策事業

１．各地先海岸の現状と対策

２．第５回委員会の意見紹介

３．浜松篠原海岸の侵食対策
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１．各地先海岸の現状と対策

（1）侵食状況報告

～深浅測量及び航空写真による～

4

天竜川以西における長期汀線比較
（1962～2006）

垂直空中写真判読

中田島砂丘
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天竜川河口部の（長期）地形変化状況
1500m

1000m

500m 50年間の汀線変化↓

20年間の地形変化→
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浜松五島海岸における
養浜実施前後の比較

2005年1月撮影

養浜実施前

2006年1月撮影

養浜実施後

赤線2005.1

養浜約4.8万ｍ3

2005.1～2005.3
被災
箇所

海底地形変化

No.144

測量結果
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▼

浜松篠原海岸
（中田島海岸）
における
長期侵食傾向
（観測開始から～現在）
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浜松篠原海岸
（中田島海岸）における

長期的侵食傾向
〔前浜侵食〕

横断地形の経年変化

土量の経年変化
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                   ×漂砂移動高9.7m
                    ×沿岸距離(m)
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中田島海岸における養浜実施前後の
垂直空中写真比較

2005年1月撮影

養浜実施前

: 2005.1

2006年1月撮影

養浜実施後

養浜実施箇所
約9万ｍ3
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H16.12(養浜実施前)
H17.3(養浜実施後)
H17.7.5(台風4号通過後)
H17.8.2(台風7号通過後)
H17.10.5(台風11号通過後)
H18.3.1

中田島海岸の養浜の歩留り

養浜開始

台 風

約35％減少
（15ヶ月間）

養浜完了
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中田島海岸における養浜実施後の
測量成果比較
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約9万ｍ3
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新居海岸における垂直空中写真比較

平成17年(2005年)1月撮影

H17(2005.1)汀線
平成18年(2006年)1月撮影

300ｍ

←今切口前面の浚渫土砂
投入箇所

40,000ｍ3

フィルターユニットフィルターユニット

侵食が激しい箇所



132006.1撮影

300ｍ

←今切口前面の浚渫土砂
投入箇所

新居浚渫土砂投入後の状況

投入開始日：2005年11月10日
投入終了日：2006年 2月13日
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（2）平成17年度事業報告

浜松篠原海岸の養浜・堆砂垣

浜松五島海岸の災害復旧事業

今切口の浚渫事業

海辺づくり会議

１．各地先海岸の現状と対策
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馬込川の浚渫と養浜位置

5500ｍ3

（ポンプ浚渫）

養浜箇所

浚渫箇所砂 丘

馬
込
川

事業実施期間：
平成18年2月～3月
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■ 浜松篠原海岸の養浜・堆砂垣

設置２週間後

設置位置
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離岸堤の沈下

消波堤の沈下
旧堤防の破壊

■ 浜松五島海岸の災害復旧事業
堤外側 堤内側

↑旧堤防の災害復旧状況
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■ 今切口の浚渫事業

今切口

浚渫量：40,000ｍ3

200ｍ

200ｍ

浚渫位置断面図

110ｍ

浚渫位置平面図

No.160

今切口

浚渫開始日：2005年11月 9日
浚渫完了日：2006年 2月13日
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200ｍ

200ｍ

浚渫位置断面図

←浚渫位置図

今切口

今切口掘削域の再堆積状況

No.160
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■ 海辺づくり会議

第２回浜松篠原海岸海辺づくり会議

・住民代表（区長）

・漁協、ＮＰＯ代表

3月15日開催 浜松総合庁舎7階

〔浜松篠原海岸海づくり会議〕

 第５回侵食対策委員会の報告

 緊急養浜事業、などを説明、意見を聴取
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２．第５回委員会（前回）の意見紹介
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 突堤の可能性

 10年以降土砂供給が回復しない場合

 ゴミ埋め立て箇所の前面

 施工順序

 導流堤

１．侵食対策工法について

２．管理汀線（計画汀線・防護汀線）について

 直角に海に張り出している計画汀線

 断面図の修正

３．ダム再編について

 土砂供給回復までの対策

第5回委員会意見紹介
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３．浜松篠原海岸の侵食対策

（１） 目標浜幅について
（２） 各種工法のシミュレーション結果報告
（３） 各種工法の比較→工法の決定
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（1）目標浜幅

防護上「最低限」護りたい汀線の位置

３．浜松篠原海岸の侵食対策
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海岸背後の区分

ゴミ埋立箇所

中田島砂丘
海岸林
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海岸林など

海

砂丘

砂 浜

ゴミ埋立
箇所 中田島砂丘 保安林保全施設

砂丘最前列
鋼矢板の位置 護 岸

防護ラインの設定防護ラインの設定
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砂浜幅

植生限界

100ｍ程度の浜幅が必要。
指標：植生やウミガメの産卵
←

遠州灘の砂浜は通常100ｍ以上
↓

環境・利用面からみた砂浜幅

100m100m
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堤防 海岸林など

海

砂丘

砂 浜

ゴミ埋立
箇所 中田島砂丘 保安林保全施設

利用面から望ましいと考えられる砂浜幅：一律100ｍ以上

100ｍ

環境面から望ましいと考えられる砂浜幅：一律100ｍ以上

防護ライン
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中田島砂丘前面の「目標浜幅」について

標高：約3ｍ

◆最前列の自然バーム高（平均標高3ｍ）、
自然の勾配（1：15）

M.W.L.

45ｍ
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中田島砂丘前面の「目標浜幅」

異常高潮時は侵食により汀線が一時的に陸側に移動することが
あるため、短期変動量を確保します。

短期変動量

M.W.L.

45ｍ
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ゴミ埋立箇所及び保安林区間の「目標浜幅」

短期変動量

保安林
保全施設 M.W.L.

短期変動量
廃棄物
埋立箇所前面

短期変動時の海底面

M.W.L.

鋼矢板

フィルターユニット

砂礫

短期変動時の海底面
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▼

短期変動量（長期的侵食傾向から抽出）
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沿岸方向の浜幅のばらつき
（中田島～今切口）
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豊橋市の海岸の短期変動量

出典；青木ら、海岸工学論文集,第47巻,(2000),pp.586-590.

短期汀線変動実測値：

汀線後退量：約30m以下

寺沢

約30m約30m

○小島地区
●寺沢地区
▽高塚地区
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堤防 海岸林など

海

砂 浜

防護ライン

ゴミ埋立
箇所 中田島砂丘 保安林保全施設

利用面からの砂浜幅：約100ｍ

100ｍ

環境面からの砂浜幅：約100ｍ

砂丘
30ｍ 30ｍ75ｍ

背後地の安全上最低限確保したい浜幅

36

（２） 各種工法のシミュレーション結果報告

３．浜松篠原海岸の侵食対策
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検討ケース一覧

対策工 養浜/年 施設位置

ケース

1
離岸堤
３基

5万ｍ3

ケース
2

突堤
３基

5万ｍ3

ケース
3

人工リーフ

３基
5万ｍ3

３．浜松篠原海岸の侵食対策
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ケース１ 離岸堤３基+養浜
等深線変化
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将来予測（１０年後）離岸堤3基

将来予測（１０年後）放置

天
竜
川
河
口

h
C
=10m,h

R
=3m,H=1.6m,T=7sec,α

b
=20°,tanβ=0.02(1/50),Kx=0.0203,Kz=0.08Kx,K2=1.2Kx

20000ｍ地点で等深線固定、
漂砂の流入出自由

1962年基準

1000ｍ地点
Q=0

馬
込
導
流
堤

-9

-5

+3

0-9

-5

+3

0
-3

-3

Case-1001

養浜位置X=5800ｍ
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ケース１ 離岸堤３基+養浜
浜幅
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基準線：砂浜の境界位置（浜堤、土堤・既設護岸）
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ケース１ 離岸堤３基+養浜

水深変化量
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ケース１ 離岸堤３基+養浜

馬込川下手で約50ｍ汀線前進が見込めるが，
一番下手では70ｍ汀線が後退

汀線の後退

設置直後

10年後

汀線前進
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ケース２ 突堤３基+養浜

等深線変化
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=20°,tanβ=0.02(1/50),Kx=0.0203,Kz=0.08Kx,K2=1.2Kx

20000ｍ地点で等深線固定、
漂砂の流入出自由

1962年基準
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Q=0
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流
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ケース２ 突堤３基+養浜
浜幅
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基準線：砂浜の境界位置（浜堤、土堤・既設護岸）
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ケース２ 突堤３基+養浜

水深変化量
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ケース２ 突堤３基+養浜
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ケース３ 人工リーフ３基+養浜

等深線変化
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ケース３ 人工リーフ３基+養浜
浜幅
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ケース３ 人工リーフ３基+養浜

水深変化量
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ケース３ 人工リーフ３基+養浜

馬込川下手で約100ｍ汀線前進が見込めるが，
下手では180ｍ汀線が後退

設置直後

10年後

50

（３）各種工法の比較
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〔補足〕 導流堤部分撤去

等深線変化
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養浜位置X=5800ｍ

導流堤
部分撤去
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〔補足〕 導流堤部分撤去
浜幅
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〔補足〕 導流堤部分撤去

水深変化量

-3.0
-1.5

-1.0

-0.5

1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000 10000 11000 12000

500

400

300

200

100

0

-100

-200

-300

-400

-500

X(m)

Y
(
m
)

-3 -2 -1 -0 1 2 3

54

〔補足〕 導流堤部分撤去

馬込川下手の汀線後退は約5ｍに抑えられるが，
中田島砂丘前面で15ｍ汀線後退

養浜5万ｍ3/年+導流堤部分撤去（10年後）

導流堤部分撤去+養浜なし（10年後）
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４．今年度の侵食対策事業

（１） 浜松篠原海岸
（２） 浜松五島海岸
（３） 今切口

56

（１）浜松篠原海岸
４．今年度の侵食対策事業

測量詳細設計 及び 養浜

追加予定

● 測量 範囲：L＝4.5km 200ｍﾋﾟｯﾁ
頻度：年4回実施（7月、8月、10月、3月）

● 施設の詳細設計

馬
込
川

中田島砂丘
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（１）浜松篠原海岸
（養浜事業）

４．今年度の侵食対策事業

2006.1

中田島砂丘

2005.1

58

施工位置

（２）浜松五島海岸
４．今年度の侵食対策事業

西遠浄水場

断面図

重量：2ｔ/袋
数量：132袋

（15×3列3層）
延長：30ｍ

天
竜
川
河
口

フィルターユニット
（新居）
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（３）今切口
４．今年度の侵食対策事業

浚渫量：４万㎥

20052005

20062006

60

END OF SLIDESEND OF SLIDES
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短期汀線変動量の設定根拠
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砂丘に最も近い
離岸堤の位置

64

三保の松原を守る離岸堤
（景観に配慮）

羽衣の松



65竜洋観測所（毎時データ）

2005年と2006年6月までの波高の比較
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五島海岸前面の地形変化

No.144
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新居前面の地形変化

70

中田島砂丘前面の
地形変化
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天竜川最大ピーク流量の比較
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中田島海岸における
長期侵食傾向①-------６０年間
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現地海浜断面に基づいた計画海浜断面
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中田島砂丘前面以西の防護汀線模式図

前浜

後浜高

T.P.+3.0m

1/15

平均後浜高T.P.+3.0mに平均前
浜勾配1/15を考慮した砂浜幅
45m（＝T.P.+3.0m×15）に短
期変動量を加えた防護汀線を
確保できる海浜断面（現地海
浜砂）を計画海浜断面とする。

1/15 1/15

3 3
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砂丘入口の嵩上げ計画の説明について

 両サイドの堤防はもっと高い。計画天端は、ま
だ低いのではないか？（一般参加者）

 嵩上げ部分の横断図（両側への擦り付け）も
示してほしい。
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防護汀線の設定

中田島砂丘以西

前浜幅45m

後浜高

T.P.+3.0m

1/15

廃棄物埋立箇所前面

変動幅30m

フィルター
ユニット

砂礫

変動幅30m

中田島砂丘前面の防護汀線は最低限75m以上、

廃棄物埋立箇所は最低限30m以上の砂幅確保を目標とす
る
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堆砂垣の位置

600ｍ

堆砂垣設置位置

砂丘入口
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（４）浜松市

砂丘へ

横から見た計画図

正面から見た計画図

スロープ

+4.45ｍ
（現況）

+3.70ｍ
（現況）

+6.09ｍ（計画）

４．今年度の侵食対策事業

80

（４）浜松市

 砂丘造成

４．今年度の侵食対策事業
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短期変動量の設定

汀線位置の沿岸方向分布
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養浜砂投入区間(H17.2)

2004年6月（黒）と2004年10月
（緑）の平均汀線後退量は約
28m（最大40m、最小20m）で
あった。

出典；海岸工学論文集,第47巻,(2000),pp.701-705.

（福島ら,2000）

また、太平洋側（細砂）の1/30
確率汀線後退量は25mと推定さ
れている（福島ら,2000）。
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84

計
算
諸
元

数値計算手法 等深線変化モデル（芹沢ら：2002）
計算対象範囲 天竜川河口〜今切口：海岸線延長20ｋｍ

○現況再現計算：1962年〜2005年（43年間）前回と同様
○将来予測計算：下記6ケース
ケース1：放置

ケース2：養浜5万ｍ
3
/年

ケース3：養浜5万ｍ3/年+離岸堤3基
ケース4：養浜5万ｍ

3
/年+突堤3基

ケース5：養浜5万ｍ
3
/年+人工リーフ3基

ケース6：養浜5万ｍ
3
/年+導流堤部分撤去

ケース7：導流堤部分撤去+養浜なし

ケース8：養浜5万ｍ3/年+導流堤部分撤去+離岸堤3基
予測期間 10年

初期地形：直線平行等深線地形（海底勾配1/50）
構造物：五島海岸の離岸堤・消波堤、馬込川導流堤、将来対策施設
エネルギー平均波：H=1.6m,T=7sec,波向S
(1962年初期汀線への波の入射角θw=20°)

潮位条件 M.S.L.=T.P.+0.0m
地形変化の限界水深　h C＝10ｍ
バーム高　ｈR＝3ｍ
沿岸漂砂量係数　K x＝0.0203，岸沖漂砂量係数　K z＝0.08K x

小笹・ブランプトン項の係数K 2=1.2K x

沿岸・岸沖漂砂の水深分布 宇多・河野（1996）の3次式
平衡勾配 tanβc=1/50

土砂落ち込みの限界勾配 1）陸上：1/2，水中：1/3
計算等深線範囲 ｚ＝+3ｍ〜-9ｍ
計算メッシュ 沿岸方向ΔX＝20ｍ，鉛直方向ΔZ=1m

計算時間間隔Δt Δt＝1hr
・ 左端（天竜川河口）： q x =0（土砂供給なし）

・ 右端（今切）：漂砂通過境界（等深線固定）
・ 岸沖端：q z＝0（漂砂の流出入なし）

消波構造物の波高伝達率 離岸堤：Kt=0.4、消波堤Kt=0.6，人工リーフKt=0.6※
数値計算法 陽解法による差分法
波浪計算法 方向分散法（酒井ら、2002）Smax＝10

漂砂量係数

境界条件

計算ケース

初期地形・構造物

入射波条件

限界水深・バーム高
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計算ケース
ケース1 放置
ケース2 養浜（5×104／yr）
ケース3 養浜（5×104／yr）＋離岸堤3基
ケース4 養浜（5×104／yr）＋突堤3基
ケース5 養浜（5×104／yr）＋人工リーフ3基
ケース6 養浜（5×104／yr）＋導流堤部分撤去
ケース7 導流堤部分撤去（養浜なし）
ケース8 養浜（5×104／yr）＋導流堤部分撤去＋離岸堤3基
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汀線変化のケース比較（ケース1〜6）
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汀線変化のケース比較（ケース1〜3）
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ケース１（施設なし）

等深線変化
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ケース１（施設なし）
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ケース１（施設なし）
浜幅

-100

-50

0

50

100

150

200

250

300

2000 3000 4000 5000 6000 7000 8000 9000 10000 11000 12000

目標浜幅

現況浜幅

放置

基準線：砂浜の境界位置（浜堤、土堤・既設護岸）

天
竜
川
河
口

砂
浜
幅

（
ｍ

）

沿岸方向距離（ｍ）

馬
込
川
導
流
堤

至、
今
切
口

中田島砂丘

Case-1008

94

ケース１（施設なし）
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ケース１（施設なし）
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ケース２ （養浜５万ｍ3）
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ケース２ （養浜５万ｍ3）

等深線変化
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ケース２ （養浜５万ｍ3）
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ケース２ （養浜５万ｍ3）
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ケース２ （養浜５万ｍ3）
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ケース２ （養浜５万ｍ3）
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ケース２ （養浜５万ｍ3）
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ケース３ 養浜５万ｍ3+離岸堤
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ケース３ 養浜５万ｍ3+離岸堤
等深線変化
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ケース３ 養浜５万ｍ3+離岸堤
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ケース３ 養浜５万ｍ3+離岸堤
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ケース３ 養浜５万ｍ3+離岸堤
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ケース３ 養浜５万ｍ3+離岸堤
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ケース３ 養浜５万ｍ3+離岸堤
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ケース４ 養浜５万ｍ3+突堤３基
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ケース４ 養浜５万ｍ3+突堤３基
等深線変化
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ケース４ 養浜５万ｍ3+突堤３基
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ケース４ 養浜５万ｍ3+突堤３基
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ケース４ 養浜５万ｍ3+突堤３基
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ケース５ 養浜５万ｍ３+人工リーフ３基
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ケース４ 養浜５万ｍ3+突堤３基
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ケース５ 養浜５万ｍ3+人工リーフ３基
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ケース５ 養浜５万ｍ3+人工リーフ３基
等深線変化

-400

-350

-300

-250

-200

-150

-100

-50

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

1,000 2,000 3,000 4,000 5,000 6,000 7,000 8,000 9,000 10,000 11,000 12,000

初期汀線（再現汀線）

将来予測（１０年後）人工リーフ3基

将来予測（１０年後）放置

天
竜
川
河
口

h
C
=10m,h

R
=3m,H=1.6m,T=7sec,α

b
=20°,tanβ=0.02(1/50),Kx=0.0203,Kz=0.08Kx,K2=1.2Kx

20000ｍ地点で等深線固定、
漂砂の流入出自由

1962年基準

1000ｍ地点
Q=0

馬
込
導
流
堤

-9

-5

+3

0-9

-5

+3

0
-3

-3

Case-1003

養浜位置X=5800ｍ

120

ケース５ 養浜５万ｍ3+人工リーフ３基
汀線変化量
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ケース５ 養浜５万ｍ3+人工リーフ３基
浜幅
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ケース５ 養浜５万ｍ3+人工リーフ３基
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ケース５ 養浜５万ｍ3+人工リーフ３基
沿岸漂砂量
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ケース５ 養浜５万ｍ3+人工リーフ３基
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ケース６ 養浜５万ｍ３+導流堤部分撤去
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ケース６ 養浜５万ｍ３+導流堤部分撤去
等深線変化
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ケース６ 養浜５万ｍ３+導流堤部分撤去
汀線変化量
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ケース６ 養浜５万ｍ３+導流堤部分撤去
浜幅
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ケース６ 養浜５万ｍ３+導流堤部分撤去
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ケース６ 養浜５万ｍ３+導流堤部分撤去
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ケース６ 養浜５万ｍ３+導流堤部分撤去
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ケース７ 養浜５万ｍ3+導流堤部分撤去
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ケース７ 養浜５万ｍ3+導流堤部分撤去
等深線変化
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ケース７ 養浜５万ｍ3+導流堤部分撤去
汀線変化量
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ケース７ 養浜５万ｍ3+導流堤部分撤去
浜幅
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ケース７ 養浜５万ｍ3+導流堤部分撤去

水深変化量
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ケース７ 養浜５万ｍ3+導流堤部分撤去
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ケース７ 養浜５万ｍ3+導流堤部分撤去
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ケース８ 導流堤部分撤去+離岸堤３基
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ケース８ 導流堤部分撤去+離岸堤３基
等深線変化
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ケース８ 導流堤部分撤去+離岸堤３基
汀線変化量
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ケース８ 導流堤部分撤去+離岸堤３基
浜幅
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ケース８ 導流堤部分撤去+離岸堤３基

水深変化量
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ケース８ 導流堤部分撤去+離岸堤３基

沿岸漂砂量
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ケース８ 導流堤部分撤去+離岸堤３基


